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事業計画-1

通例会議

総会

5月14日（対面･WEBハイブリッド開催）

役員会

３回／年

評議員会

10月15日（予定）
教員との懇談会

7月28日（予定）

・先輩からのメッセージ ・会報発行の効率化と経費節減

・企業ガイダンスHP掲載 ・ホームページの更新とメンテナンス

・縦割り交流会支援 ・アーカイブマネジメント

・理工展支援、卒業記念品贈呈 ・年会費納付率向上の更なる取り組み

・学生企画フォーラム支援 ・応化会情報発信ルートの整備拡充

・学生工場見学 ・若手会員部会支援、支部との連携

・交流会講演会 ・応用化学会給付奨学生の選考・奨学金給付

・先輩博士からのメッセージ ・応化会100周年記念事業の推進

・教員との懇談会 ・同期会開催支援

・評議員会 ・実働メンバーの拡充

事業計画-2

2022年度事業計画全般（恒例･新規事業、業務･支援全般）

事業計画-3

新規取り組み

会費納付方法の検討

年会費納付率向上を目指す新たな検討

応化会100周年事業(2023年）

100周年に向けて取り組みを推進

情報基盤の再構築等

博士人材の支援イベント

博士を目指す学生への情報提供

新方式による企業見学会

リモート見学、リモート懇談会

事業計画-5

関西支部

定期総会開催（4月16日）

講演者：関根 泰先生

演題：環境エネルギーの現状と今後～早稲田からの発信～

講演会の実施（9月を予定）

講演者：大宮 理 先生

演題：化学教育と大学入試の化学

懇話会の実施

3回／年（6月、12月、2月を予定）

基盤強化と活性化 中部支部との交流

事業計画-6

中部支部

定期総会開催（4月10日）

交流会講演会（2022年秋頃）

講師：木野 邦器 先生

定期役員会の実施（4回／年）

若手現役会員への取組み強化

役員会メンバーの世代交代への対応

関西支部との連携

予算-1 2022年度予算案
2022年度粗予算(案） 2022.3.7

収 入 .支 出
摘 要 2022年度予算 2021年度予算 対前年増減 摘 要 2022年度予算 2021年度予算 対前年増減

正有志会員会費 ※１ 4,700,000 5,000,000 -300,000会報費 ※1 3,400,000 3,300,000 100,000

学生会員会費 ※２ 950,000 1,000,000 -50,000名簿発行作成費 0 0 0

利息 1,000 1,500 -500集会費 ※2 1,838,400 1,663,400 175,000

名簿発行賛助金 0 0 0学生部会費 900,000 1,010,000 -110,000
企業ガイダンス賛助金 ※３ 2,040,000 2,100,000 -60,000手数料 300,000 300,000 0
先輩からのﾒｯｾｰｼﾞ参加費 ※４ 2,350,000 2,500,000 -150,000関西支部費 198,000 198,000 0
寄付金 0 0 0中部支部費 237,000 237,000 0
関西支部預け金取崩 0 0 0消耗品費 70,000 70,000 0
中部支部預け金取崩 0 0 0用品費 250,000 405,000 -155,000
収支補填準備金取崩 1,990,606 1,709,620 280,986リース代 18,000 18,000 0
百周年記念事業準備金取崩 200,000 500,000 -300,000事務費 3,780,000 3,780,000 0
運営資金取崩 0 0ホームページ関連費 ※3 274,790 153,280 121,510

0委員会活動費 ※4 675,416 586,440 88,976
0雑費 60,000 60,000 0

0寄付金 ※5 0 500,000 -500,000

0百周年記念事業活動費 200,000 500,000 -300,000
0予備費 30,000 30,000 0

合 計 12,231,606 12,811,120 -579,514 合 計 12,231,606 12,811,120 -579,514

※1 減少率7%､2020年度実績確保 ※1 秋号発行要検討 ※3 専門技術外注費増

※2 2020年､2021年度未収分が影響 ※2 リアル開催枢要検討 ※4 Web会議導入頻度要検討

※3 協賛企業68社(70社→68社） ※5 応化会奨学金寄付金廃止(直接大学
へ）

※4 参加企業47社（50社→47社）
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